
これから、政策２－４、健全な心身を保つ環境の整備のうち、施策（２）自
殺対策の推進について説明します。

お手元に施策調書を御用意して視聴をお願いします。

まず１ページを御覧ください。
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本施策は、「市町をはじめとする多様な主体と連携し、地域全体で自殺によ
る死亡者を減らすこと」を目標に掲げています。

ここの目標を達成するため、活動指標を設定し、施策の進捗度の管理として
活動指標を設定しています。
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本施策では、「県、市町、団体、企業、県民等が一体となった自殺対策の総
合的な推進」、」「若年層に重点を置いた自殺対策の推進」という視点から、
多様な主体との連携による自殺対策の推進、早期支援につなげる人材の養成
と資質の向上、若年層が利用しやすい相談支援体制の充実、を実施していま
す。
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次に２ページを御覧ください
現状・課題と県の施策について、御説明します。

まず現状と対応すべき課題です。
ひとつめは、「自殺者は減少傾向ですが、いまだ高い水準にあること」、
「自殺はその多くが追い込まれた末の死であり、様々な要因が複合的に連鎖
していること」、「新型コロナウィルス感染症により、社会経済の先行き不
透明感等があり、自殺者の増加が懸念されていること」です。

これに対し、県は「県、市町、団体、企業、県民等が一体となった自殺対策
の総合的な推進」という視点をもって、社会全体で自殺リスクを低下させる
対策を推進しています。
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１、静岡県の自殺者数について、御説明します。
グラフを御覧ください。
静岡県の自殺者数は平成22年をピークに全体としては減少傾向にあります。
近年は８年連続して減少しており、令和元年は564人と、前年度比で22人の減
でした。
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グラフの下の表は、近年の全国と静岡県の自殺者数の比較です。どちらも減
少傾向です。
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次に３ページを御覧ください。静岡県の原因・動機別自殺者の状況です。

自殺の原因としては、健康問題が４割強を占め、ついで経済生活問題、家族
問題、勤務問題となっています。
自殺には様々な要因が複合的に連鎖しているとされることから、社会全体で
自殺リスクを低下させることが課題です。
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また、職業別に自殺者を見ると、「被雇用者・勤め人」が増加しており、職
場におけるメンタルヘルスの推進を強化する必要があります。
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年齢別では、「20歳代から50歳代の女性」の自殺者が増えています。
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次に４ページを御覧ください。
２、自殺総合対策の基本認識について説明します。
第２次いのち支える“ふじのくに”自殺総合対策行動計画では、次の3つを基本
認識としています。
「自殺は、その多くが追い込まれた末の死であり、防ぐことができる死であ
る」、「自殺者は減少傾向にあるが、非常事態はいまだ続いている」、
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「地域レベルの実践的な取組をＰＤＣＡサイクルを通じて推進する」という
ものです。
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次に５ページを御覧ください。
３、自殺の背景について説明します。
自殺の背景には様々な要因が複合的に連鎖していると言われており、図はそ
れを模式的に表したものです。
いろいろな出来事が積み重なり、サポート不足が起こると、うつ状態となり、
最終的に自殺に至ると言われています。
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その下の図は自殺のプロセスのイメージ図です。
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次に６ページを御覧ください。
現状と対応すべき課題の二つ目です。
自殺予防では、相談機関、医療機関等の専門家だけでなく、自殺の危険性の
高い人のサインに気づきやすい身近な人の役割が重要です。

県は、「県、市町、団体、企業、県民等が一体となった自殺対策の総合的な
推進」という視点で、自殺の危険性の高い人の早期発見、早期対応を図るた
め、自殺の危険を示すサインに気づき、対応できる「ゲートキーパー」の養
成をしています。
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１、自殺予防における身近な人の役割について説明します。
厚生労働省が実施した「自殺対策に関する意識調査」では、約３割の人が、
身近な人に悩みを聞いてもらって、自殺の危機を乗り越えたと回答しており、
「ゲートキーパー」の役割を担う人材の重要性が見てとれます。
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２、ゲートキーパーとは、について説明します。
図を御覧ください。
ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要
な支援につなげ、見守る人のことです。
自殺を考えている人にとっては、自分のことを気にかけてくれる人がいると
いうことが実感できます。
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次に７ページを御覧ください。

３ 第２次いのち支える“ふじのくに”自殺総合対策行動計画における位置づ
けについて説明します。
静岡県はゲートキーパーの養成・拡大を進めており、ゲートキーパーの養成
数を、2021年度までに累計52,000人にするという指標を掲げています。
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４、参考については、ゲートキーパーの養成研修の研修内容の抜粋を掲載し
ています。
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次に８ページを御覧ください。現状と対応すべき課題の三つ目です。

自殺者全体が減少傾向にある中、若年層の自殺者数はほぼ横ばいで推移して
おり、他の年代に比べ減少率が低くなっています。
県は、「若年層に重点を置いた自殺対策の推進」という視点を持って、若年
層向けの支援を強化しています。
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１、静岡県の年齢階層別自殺者数について説明します。
表とグラフを御覧ください。
静岡県の自殺者数は全体としては減少傾向にある中、若年層の自殺者数は横
ばいまたは増加傾向にあることが分かります。
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グラフでもその様子が分かります。
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次に９ページを御覧ください。
２，2017年度県政世論調査の結果について説明します。

表を御覧ください。
これまでの人生で本気で自殺を考えたことがありますか」の質問に対して、
「最近１年で自殺したいと思ったことがある」は3.3％、「１年以上前に自殺
したいと思ったことがある」は14.4％という回答でした。

22



これを世代別で見ると、10歳代、20歳代の自殺したいと思ったことがある人
の割合は高くなっており、若年層対策が課題であることが見てとれます。

現状と対応すべき課題については、以上です。
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次に10ページを御覧ください。
ここでは、施策に関する県と市町、民間等との役割分担について説明します。

県は、県自殺対策行動計画の作成や、国・地域等との連携による自殺対策を
推進しています。また、市町の自殺対策行動計画の策定等の支援を行い、市
町や関係者との研修等の支援や、広域的な相談窓口として、県民に専門的な
支援を行っています。

市町は、市町自殺対策行動計画を策定し、県や地域との連携による対策推進
を行い、地域の相談支援者への研修等の支援や、住民にとっての身近な相談
窓口として支援を行います。

県民の皆様には、自殺が社会全体の問題であることを認識し、主体的に自殺
対策に取り組んでいただくとともに、自殺への理解を深め、自分や周りの人
の心の不調に気づいて適切に対処することができるようにしていただくこと
が大切です。
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次に11ページを御覧ください。主な取組について、説明します。
自殺は、その多くが追い込まれた末の死であり、防ぐことができる社会的な
問題であるとの基本認識のもと、様々な分野の関係者と多様な主体との連携
により、包括的な取組を行います。
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取組のひとつめは、「県民一人ひとりの気づきと見守りの促進」です。

９月10日の世界自殺予防デーから16日までの自殺予防週間や３月の自殺対策
強化月間を中心に、啓発活動を実施しています。
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また、地域自殺対策推進センターでは、市町等に対する適切な助言や、地域
の状況に応じた自殺対策を行っています。
静岡県では精神保健福祉センター内に設置されています。
取組として、情報の収集や自殺対策計画支援、人材育成研修などを行ってい
ます。
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次に12ページを御覧ください。

関係機関との連携強化と相談体制の整備についてです。

自殺対策連絡協議会では、医療、労働、学識経験者等の意見を幅広く取り入
れ、自殺予防対策や遺族ケアに係る総合的な施策検討等を行い、地域におけ
る自殺予防対策の推進等について協議しています。
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また、県の各健康福祉センターの自殺対策ネットワーク会議において、地域
の実情に応じた自殺対策を総合的に実施しています。
令和２年度末現在で、27市町においても同様のネットワークが設置されてい
ます。
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次に相談体制の充実です。
「こころの電話」や「いのちの電話」により、相談を受けつけています。
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次に13ページを御覧ください。

新型コロナウィルス感染症の感染拡大によるストレス状態が続き、こころや
からだに変調が現れることがあることから、ストレス状態のチェック項目を
まとめ、パンフレットやホームページで周知しました。
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下の図は作成したパンフレットの例です。
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次に、保健所における精神保健福祉相談について説明します。

また、各健康福祉センターでは、精神科医師や保健師等による一般精神保健
相談を定期的に実施しています。
近年は老人精神保健が増加傾向です。

また、自殺の要因は多岐に及ぶことから、様々な関係各課で相談窓口を設置
しています。
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次に14ページを御覧ください。
自殺のハイリスク者への支援の充実についてです。

自殺未遂者が再び自殺を図る可能性は他の人に比べ著しく高くいことが知ら
れています。
このため、精神医療関係者や自殺未遂者ケアについてのスキルアップを図る
ための研修会を実施しています。
令和２年度は45人の参加がありました。
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また、大切な御家族を失われた御遺族に対しても、相談窓口の充実や、お互
いに支え合う自死遺族のつどいを開催するなどの支援を行っています。
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次に15ページを御覧ください。

次の主な取組です。
周囲が自殺のサインに気づき、早期対応ができる人材の養成と資質の向上を
実施しています。
周囲で悩みを抱えている人に気づき、適切なケアができる「ゲートキー
パー」を養成するため、研修等を実施しています。
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令和２年度には累計で56,319人の養成数となりました。
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また、講師養成研修や、講師フォローアップ研修など、メンタルヘルス従事
者も対象に実施しています。
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次に16ページを御覧ください。

40歳代、50歳代の自殺者数は減少傾向にあるものの、非常に多いことから、
企業向けのゲートキーパー研修を実施しています。
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下にある図は、研修会のチラシと令和２年度実績です。

企業の人事労務担当者等を対象に、令和２年度は３回実施し、49人の参加が
ありました。
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次に17ページを御覧ください。
若年層への自殺対策です。

本県の自殺者数は減少傾向ですが、若年層の自殺者数は横ばい傾向にあるこ
とから、これを喫緊の課題とし、悩みを抱える若者に対する支援として、Ｌ
ＩＮＥ相談を開始しました。
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表は令和２年の取組です。
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令和２年度は利用者のべ3,058人、で、16歳から18歳が多く、また女性が多い
という傾向でした。
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次に18ページを御覧ください。

若者こころの悩み相談窓口として、若年層を対象に、電話相談を実施してい
ます。
令和元年度からは民間委託とし、24時間、365日体制で実施しています。

44



相談実績を見ると、24時間、365日体制に変更してからは相談件数が大幅に増
えていることが分かります。
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次に19ページを御覧ください。

ＩＣＴを活用した相談窓口の周知として、グーグルで「自殺したい」等の言
葉を検索投稿した方を対象に、広告表示を行い窓口への誘導をする仕組みを
作りました。
実績は年々増えており、令和２年度は35,759回の広告表示と1,385回のクリッ
クがありました。
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なお、ＩＣＴとは、情報通信技術のことで、インターネットのような通信技
術を利用したサービスなどのことです。
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次に20ページを御覧ください。

若年層の自殺対策は喫緊の課題であることから、自分自身でこころのセルフ
ケアについて考える、ワークショップを開催しています。
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下の表は、開催実績です。
令和３年３月21日はオンライン開催ですが、45名の方が参加しました。
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開催後のアンケートでは、多くの方が命の大切さについて考えることができ
たとともに、ストレスとの向き合い方について考えることができたと回答し
ました。
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次に21ページを御覧ください。

若年層を支援する者の資質向上を目的に、若年層自殺対策研修会を実施し、
令和２年度は99人の参加がありました。
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前述した自殺未遂者のケアをする人への研修会も、若年層の自殺対策として
重要です。
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取組については以上です。
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次に22ページを御覧ください。

最後に主要事業についてです。
これらの事業により施策を進めています。

施策についての説明は以上になります。
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施策レビューでは、参加いただく皆様に、御担当いただく施策に関して連想
するキーワード等を事前にお伺いしています。

キーワードを３つ、「意見提出シート」に記載いただき、返信用封筒で御返
送くださるようお願いいたします。

説明は以上になります。御視聴ありがとうございました。
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